


●使用前にはラベルをよく読んでください　●ラベルの記載以外に使用しないでください　●小児の手の届く所に置かないでください　●防除日誌を記帳しましょう。

SU剤抵抗性ホタルイやアゼナ類に優れた効果を示します。
効果の持続期間が長く、幅広い雑草の発生を抑えます。
移植水稲に対して高い安全性を示します。

適用雑草と使用方法

本資料は2023年5月現在の知見に基づき作成しております。
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植
水
稲

特長

水稲用初期除草剤

250グラム
有効成分：ブロモブチド・・・24.0％　ペントキサゾン・・・6.0％
人畜毒性：普通物（毒劇物に該当しないものを指していう通称）

農林水産省登録 第20993号

1キロ粒剤
有効成分：ブロモブチド・・・9.0％　ペントキサゾン・・・2.0％
人畜毒性：普通物（毒劇物に該当しないものを指していう通称）

農林水産省登録 第24357号

フロアブル
有効成分：ブロモブチド・・・18.0％　ペントキサゾン・・・4.0％
人畜毒性：普通物（毒劇物に該当しないものを指していう通称）

農林水産省登録 第19872号

●総使用回数　本剤…1回　ブロモブチド剤…2回以内　ペントキサゾン剤…2回以内

1キロ粒剤
適用雑草名

一年生雑草
及び

マツバイ、ホタルイ、ミズガヤツリ、ヘラオモダカ
クログワイ、シズイ、コウキヤガラ

作物名 使用時期 10アール当り使用量 使用方法

移植直後～ノビエ1葉期
但し､

移植後30日まで 1kg

湛水散布
又は

無人航空機による散布

移植時 田植同時散布機で施用

移
植
水
稲

●総使用回数　本剤…1回　ブロモブチド剤…2回以内　ペントキサゾン剤…2回以内

250グラム
適用雑草名

水田一年生雑草
及び

マツバイ、ホタルイ、ミズガヤツリ、ヘラオモダカ

作物名 使用時期 10アール当り使用量 使用方法

移植直後～ノビエ1葉期
但し､

移植後30日まで
250g

湛水散布､
湛水周縁散布､水口施用

又は
無人ヘリコプターによる散布

移
植
水
稲

●総使用回数　本剤…1回　ブロモブチド剤…2回以内　ペントキサゾン剤…2回以内

フロアブル
適用雑草名

水田一年生雑草
及び

マツバイ、ホタルイ、ミズガヤツリ
ヘラオモダカ、クログワイ

水田一年生雑草
及び

マツバイ、ホタルイ、ミズガヤツリ

作物名 使用時期 10アール当り使用量 使用方法

移植直後～ノビエ1葉期
但し､

移植後30日まで

500㎖

300㎖
（少量散布）

田植同時散布機で施用

原液湛水散布

移植時
原液湛水散布

又は
水口施用

除草剤分類 0,14除草剤分類 0,14除草剤分類 0,14

容
内
録
登
の
新
最

フロアブル250グラム1キロ粒剤
容
内
録
登
の
新
最

容
内
録
登
の
新
最

詳しい使い方、
登録内容、SDSは
こちらから。

使用上の注意事項（抜粋）
【共通】
●使用量に合わせ秤量し、使いきってください。
●雑草の発生前から発生始期に有効なので、ノビエの１葉期までに時期を失しないように散布して
ください。
●れんこん、くわい、せりなどの生育を阻害するおそれがあるので、これらの作物の生育期に隣接田で
使用する場合は十分注意してください。 
●散布後少なくとも3～4日間は通常の湛水状態（水深3～5cm）を保ち、散布後7日間は落水、かけ
流しはしないでください。
●魚毒性等
　・ 水産動植物（藻類）に影響を及ぼすので、河川、養殖池等に飛散、流入しないよう注意して使用して
　　ください。
　・ 無人航空機による散布で使用する場合は、飛散しないよう特に注意してください。（1キロ粒剤）
　・ 散布後は水管理に注意してください。
　・ 散布器具及び容器の洗浄水は、河川等に流さないでください。また、空容器、空袋等は水産動植物に
　　影響を与えないよう適切に処理してください。

【1キロ粒剤】
●多年生雑草は生育段階によって効果にフレが出るので、必ず適期に散布するように注意してください。
ホタルイ、ミズガヤツリは1葉期まで、ヘラオモダカ、クログワイ、シズイ、コウキヤガラは発生始期
までが散布適期です。

【250グラム】
●多年生雑草は生育段階によって効果にふれがでるので、必ず適期に散布するように注意してください。
ホタルイ、ミズガヤツリ、ヘラオモダカに対しては発生始期までが散布適期です。
●湛水散布または湛水周縁散布にあたっては、やや深めの湛水状態（水深5～6cm）にして水の出入りを
止めてください。
●水口施用の場合は、あらかじめ1～2cm程度水深を確保した状態で、入水時に水口に施用し、流入水と
ともに水田全面に拡散させ、施用後田面水が通常の湛水状態（湛水深３～５cm）に達した時に必ず
水を止め、田面水があふれ出ないよう注意してください。
●藻類・表層はく離などの水面浮遊物が多い場合は、拡散が不十分になるおそれがあるため、周縁部
散布をさけ、本田内で、水田全面に散布してください。
●吸湿性があるので、ぬれた手で作業したり、降雨でぬれることがないように注意してください。
また、開封後は早めに使用してください。 

【フロアブル】
●多年生雑草は生育段階によって効果にふれが出るので、必ず適期に散布するようにしてください。 
ホタルイは1葉期まで、ミズガヤツリは発生始期まで、クログワイは発生前が散布適期です。
●散布の場合は、湛水状態(水深3～5cm)で水の出入りを止めて散布してください。また、極端な
浅水や深水での使用はさけてください。
●水口施用の場合は、入水時に水口に施用し、流入水とともに水田全面に拡散させてください。処理後
田面水が通常の湛水状態(湛水深3～5cm)に達した時に必ず水を止め、田面水があふれ出ない
ように注意してください。




